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一
　
は
じ
め
に

『
毎
月
抄
』
は
、
藤
原
定
家
著
と
さ
れ
る
歌
論
書
で
あ
る
。
中
世
末
に
な
っ
て
細
川
幽
斎
が
定
家
著
の
歌
論
と
し
て
尊
重
し

て
『
和
歌
六
部
抄
』
の
一
つ
に
数
え
、
そ
の
『
和
歌
六
部
抄
』
が
近
世
期
に
版
行
さ
れ
て
流
布
し
た
た
め
、
後
代
へ
の
影
響

が
極
め
て
大
き
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
毎
月
抄
』
は
本
当
に
定
家
が
著
し
た
書
な
の
か
、
そ
れ
と
も
後
人
が
偽
作
し
た
も

の
な
の
か
、
長
ら
く
論
争
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
定
家
は
、
没
後
、
神
格
化
さ
れ
た
た
め
、
定
家
に
仮
託
し
た
書
が
多
く

作
ら
れ
た
。「
鵜
鷺
系
偽
書
」
と
呼
ば
れ
る
そ
う
し
た
偽
書
群
は
、
早
く
に
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
い
ま
、
こ

れ
を
疑
う
者
は
い
な
い
。
し
か
し
、『
毎
月
抄
』
は
そ
れ
ら
と
は
一
線
を
画
す
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
定
家
や
そ

の
父
俊
成
に
由
来
す
る
多
く
の
歌
書
を
受
け
継
ぐ
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
、
冷
泉
為
秀
（
定
家
曾
孫
）
自
筆
本
を
透
写
し
た

と
い
う
近
世
期
の
写
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
以
降
、『
毎
月
抄
』
は
定
家
の
著
作
と
し
て
扱
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
一
般
的
に
は
、
研
究
者
の
論
争
を
よ
そ
に
定
家
著
と
断
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

Japanknow
ledge

で
『
毎
月
抄
』
と
引
い
て
み
る
と
、『
国
史
大
辞
典
』
は
「
藤
原
定
家
著
と
い
う
」
と
断
定
を
避
け
て
い
る

が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
初
め
と
す
る
多
く
の
辞
書
・
百
科
事
典
が
「
藤
原
定
家
著
」
と
し
て
い
る
。

『
毎
月
抄
』
校
本

―
八
本
対
校

渡
　
邉
　
裕
美
子
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し
か
し
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
解
析
が
進
み
、『
毎
月
抄
』
は
や
は
り
定
家
著
と
は
認
め
難
い
と
す
る
論
調
が
強

く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
な
ぜ
鵜
鷺
系
偽
書
と
は
異
な
り
、
長
ら
く
定
家
の
真
作
か
否
か
決
着
が
つ
か
な
い
で
い
る
の

か
、
そ
の
内
容
的
な
特
徴
や
執
筆
さ
れ
た
時
代
状
況
、
執
筆
意
図
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

1
（

。
研

究
が
新
た
な
展
開
を
見
せ
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
在
、『
毎
月
抄
』
を
論
ず
る
際
に
は
、
本
文
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
に
拠
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
伝
本
が
、

『
毎
月
抄
』
の
現
存
諸
本
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
か
つ
て
高
梨
素

子
に
よ
り
、
五
つ
の
伝
本
を
対
校
し
た
『
毎
月
抄
』
の
校
本
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る）

2
（

が
、
そ
れ
か
ら
四
〇
年
以
上
が
経
過

し
て
い
る
。
し
か
も
高
梨
の
論
考
は
時
雨
亭
文
庫
本
の
出
現
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
研
究
状
況
が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
い

ま
、
本
文
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
検
討
す
る
こ
と
が
急
務
と
思
わ
れ
る
。
人
の
手
で
筆
写
す
る
写
本
が
主
流
だ
っ
た
室
町
以
前

の
書
物
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
研
究
の
基
盤
を
整
備
し
な
い
こ
と
に
は
前
に
は
進
め
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿

で
は
八
本
を
対
校
し
て
、
校
本
の
作
成
を
試
み
た
。

二
　『
毎
月
抄
』
の
伝
本
分
類

取
り
上
げ
る
八
本
に
つ
い
て
紹
介
す
る
前
に
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
『
毎
月
抄
』
の
伝
本
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。『
毎
月
抄
』
の
伝
本
は
、
奥
書
と
本
文
の
内
容
か
ら
、
大
き
く
冷
泉
家
系

統
本
と
二
条
家
系
統
本）

3
（

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。『
毎
月
抄
』
で
は
、
本
奥
書
と
し
て
、
ま
ず
、
為
家
（
定
家
息
）
の
も
の
と
さ 

れ
る
、〔

為
家
〕 

承
久
元
年
七
月
二
日
或
人
返
報
云
々
、
以
被
草
本
為
備
後
生
之
用
心
、
聊
染
筆
了
／
藤
原
朝
臣
為
家
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が
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
冷
泉
家
系
統
本
で
は
、
こ
れ
に
為
秀
の
奥
書
が
続
く
。
そ
の
為
秀
の
奥
書
に
は
次
の
三
種
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

〔
為
秀
A
〕
此
本
静
為
披
見
俄
於
燈
火
片
時
書
写
候
、
仍
更
無
文
字
形
、
尤
不
可
免
他
見
而
已
／
侍
従
為
秀

〔
為
秀
B
〕
以
相
伝
秘
本
具
令
書
写
校
合
訖
、
尤
可
為
証
本
哉
／
左
少
将
藤
原
為
秀

〔
為
秀
C
〕 

此
一
帖
曾
祖
父
京
極
中
納
言
〈
定
家
卿
〉
口
伝
也
、
而
以
祖
父
入
道
大
納
言
〈
為
家
卿
〉
自
筆
本
令
書
写
訖
、

深
可
禁
外
見
而
已
／
貞
治
四
年
八
月
一
日
／
冷
泉
前
中
納
言
為
秀

ま
た
、
本
文
内
容
と
し
て
は
、
両
系
統
間
で
細
か
な
異
同
も
多
い
が
、
校
本
の
最
後
に
挙
げ
た
異
文
の
う
ち
【
異
文
1
】
と

【
異
文
3
】
は
冷
泉
家
系
統
本
は
持
た
な
い
こ
と
が
多
く
、
二
条
家
系
統
本
は
ほ
ぼ
持
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
特
に

【
異
文
3
】
は
長
文
で
問
題
が
大
き
い
。

本
稿
で
は
、
冷
泉
家
系
統
本
の
う
ち
〔
為
秀
A
〕
の
奥
書
を
持
つ
安
田
女
子
大
学
図
書
館
稲
賀
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

〔
為
秀
A
〕
奥
書
は
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
公
刊
さ
れ
て
、
初
め
て
注
目
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
為
秀
の
官
職
か
ら
考
え
て
、
三

種
の
奥
書
の
う
ち
も
っ
と
も
若
い
頃
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
、
調
査
の
結
果
、
稲
賀
文
庫
本
が
時
雨
亭
文
庫
本
と
同
じ

奥
書
を
持
ち
、
し
か
も
時
雨
亭
文
庫
本
が
近
世
後
期
写
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
近
世
前
期
ま
で
書
写
年
代
が
遡
る
本
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
両
本
は
本
文
内
容
が
極
め
て
近
い
。
本
文
の
書
写
態
度
か
ら
す
る
と
、
稲
賀
文
庫
本
は
時
雨
亭
文
庫

本
よ
り
も
誤
写
や
補
入
が
少
な
く
、
良
質
な
本
文
と
言
え
る
。

そ
の
他
、
冷
泉
家
系
統
本
と
し
て
は
、〔
為
秀
B
〕
奥
書
を
持
つ
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
、〔
為
秀
C
〕
奥
書
を
持
つ
広
島
大
学
図

書
館
蔵
本
を
対
校
本
と
し
た
。
ま
た
、
も
う
一
本
、
対
校
本
と
し
て
加
え
た
穂
久
邇
文
庫
蔵
本
は
〔
為
家
〕
の
奥
書
の
み
で
為

秀
奥
書
は
持
た
ず
、
冷
泉
家
系
統
本
に
は
見
ら
れ
な
い
異
文
三
種
を
す
べ
て
持
つ
。
し
か
し
、
本
文
内
容
か
ら
同
本
の
基
盤
と

な
っ
た
の
は
冷
泉
家
系
統
本
と
考
え
ら
れ
、
異
文
三
種
は
、
親
本
以
前
の
伝
写
の
段
階
の
ど
こ
か
で
二
条
家
系
統
本
と
接
触
し
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て
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
穂
久
邇
文
庫
本
は
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
本
で
あ
る
。

一
方
、
二
条
家
系
統
本
で
は
、
為
家
奥
書
を
持
た
ず
、
次
の
三
種
の
奥
書
を
持
つ
伝
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。

〔
凝
念
〕 

建
武
四
年
五
月
十
日
以
彼
写
本
楚
忽
書
写
之
、
此
庭
訓
者
京
極
入
道
中
納
言
令
送
故
衣
笠
内
府
許
云
々
、
条
々

之
旨
趣
一
〻
甚
深
也
、
可
秘
〻
／
桑
門
凝
念

〔
通
秀
〕 

文
明
九
年
三
月
五
日
以
或
秘
本
令
書
写
之
、
和
歌
之
秘
伝
当
道
奥
旨
也
、
雖
為
留
布
之
抄
、
更
不
可
処
料
尒
者

乎
／
特
進
源
通
秀

〔
宋
理是
〕 

同
十
七
年
小
春
上
九
於
燈
火
一
時
終
功
了
、
彼
本
者
中
院
一
品
〈
通
―
〉
自
筆
也
、
依
或
人
之
尊
言
令
書
写
之

処
也
／
桑
門
宗
理是

こ
の
三
種
の
奥
書
の
前
の
位
置
に
、
冷
泉
家
系
統
本
に
も
見
ら
れ
た
〔
為
家
〕
奥
書
と
、
次
の
二
条
為
氏
（
為
家
息
）
の
も

の
と
さ
れ
る
本
奥
書
を
持
つ
本
が
あ
る
。

〔
為
氏
〕
建
長
五
年
八
月
二
日
以
亡
父
卿
自
筆
本
令
書
写
畢
／
藤
原
朝
臣
為
氏

本
稿
で
は
、〔
凝
念
〕〔
通
秀
〕〔
宗
理是
〕
の
奥
書
を
持
つ
永
青
文
庫
蔵
本
、
そ
の
前
の
位
置
に
〔
為
家
〕〔
為
氏
〕
の
奥
書

を
持
ち
、〔
宋
理是
〕
は
持
た
な
い
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
、〔
為
家
〕〔
為
氏
〕
の
奥
書
の
み
で
〔
凝
念
〕
以
下
の
奥
書

は
持
た
な
い
京
都
女
子
大
学
谷
山
文
庫
蔵
本
を
対
校
本
と
し
た
。
こ
の
う
ち
谷
山
文
庫
本
も
未
紹
介
の
本
で
あ
る
。

三
　
取
り
上
げ
る
伝
本

以
下
、
各
伝
本
の
書
誌
や
特
徴
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
ご
く
簡
略
に
取
り

上
げ
る
八
本
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
伝
本
名
の
下
の
〔　
〕
内
に
校
本
で
用
い
る
略
号
（
二
条
家
系
統
本
は
ゴ
チ
ッ
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ク
体
）
を
示
し
た
。

●
冷
泉
家
系
統
本

一
、
安
田
女
子
大
学
図
書
館
稲
賀
文
庫
蔵
本
（
イ
ナ
ガ
B
―
0
0
0
8
）〈
底
本
〉

【
外
題
】
毎
月
鈔
【
内
題
】
ナ
シ
【
奥
書
】
為
家
＋
為
秀
A
【
備
考
】
袋
綴
一
冊
。
近
世
前
期
写
。

二
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
〔
冷
〕

【
外
題
】
秘
抄
【
内
題
】
ナ
シ
【
奥
書
】
為
家
＋
為
秀
A
【
備
考
】
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
37
『
五
代
簡
要　
定
家
歌

学
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
）
の
影
印
に
拠
る
。
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
冷
泉
為
久
書
写
奥
書
、
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
）
冷
泉
為
村
識
語
有
り
。

三
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
1
8
6
8
3
／
4
／
1
0
5　
3
）〔
静
〕

【
外
題
】
庭
訓
抄
【
内
題
】
ナ
シ
【
奥
書
】
為
家
＋
為
秀
B
【
備
考
】
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
『
歌
学
資
料
集
成
：
静
嘉
堂

文
庫
本
』
に
拠
る
。
日
本
歌
学
大
系
第
三
巻
の
底
本
。
マ
イ
ク
ロ
資
料
付
属
『
収
録
書
総
目
録
』
に
伝
清
水
谷
実
秋
（
？

―
一
四
二
〇
）
筆
と
あ
る
。
室
町
写
。

四
、
広
島
大
学
図
書
館
蔵
本
（
大
国
2
1
8
2
）〔
広
〕

【
外
題
】
ナ
シ
【
内
題
】
ナ
シ
【
奥
書
】
為
家
＋
為
秀
C
【
備
考
】
綴
葉
装
一
帖
。
錯
簡
有
。
椛
山
幸
久
（
一
五
一
三
―

一
五
九
五
）
の
書
写
奥
書
有
り
。
室
町
末
写
。

五
、
穂
久
邇
文
庫
蔵
本
（
二
・
2
・
2
0
2
）〔
穂
〕

【
外
題
】
毎
月
抄
【
内
題
】
ナ
シ
【
奥
書
】
為
家
【
備
考
】
綴
葉
装
一
帖
。
近
世
前
期
写
。

●
二
条
家
系
統
本

六
、
永
青
文
庫
蔵
本
〔
永
〕
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【
外
題
】
和
歌
秘
抄
部
類
（『
阿
仏
口
伝
』『
近
来
風
体
』
と
合
綴
）【
内
題
】
ナ
シ
【
奥
書
】
凝
念
＋
通
秀
＋
宋
理是
【
備

考
】
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
9
『
歌
論
集
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
）
の
影
印
に
拠
る
。
巻
末
に
天
正
一
九
年

（
一
五
九
一
）
一
二
月
の
「
玄
旨
」（
幽
斎
）
の
奥
書
が
あ
り
、
版
本
『
和
歌
六
部
抄
』
の
祖
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。　
　
　

七
、
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
（
国
文
学
／
F
c
／
3
a
）〔
京
〕

【
外
題
】
毎
月
抄
〈
全
〉【
内
題
】
毎
月
抄
【
奥
書
】
為
家
＋
為
氏
＋
疑
念
＋
通
秀
【
備
考
】
袋
綴
一
冊
。
近
世
後
期
写
。

八
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
谷
山
文
庫
蔵
本
（
0
9
0
／
T
a
8
8
／
5
4
5
）〔
谷
〕

【
外
題
】
毎
月
抄　
雨
中
吟　
嵯
峨
禅
尼
之
詞　
未
来
記　
十
躰　
為
家
書
札
（
外
題
に
記
さ
れ
た
五
つ
の
書
と
合

綴
）。【
内
題
】
和
歌
用
心
〈
号
毎
月
抄
〉【
奥
書
】
為
家
＋
為
氏
【
備
考
】
袋
綴
一
冊
。『
為
家
書
札
』
の
応
永
二
二
年

（
一
四
一
五
）
の
本
奥
書
が
も
っ
と
も
下
る
。
近
世
中
期
写
。

●
校
本
（
改
行
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
ミ
セ
ケ
チ
は
左
傍
に
「
ヒ
」
と
し
た
）

毎
月
の
御
百
首
能
々
拝
見
せ1

し
め
候
ぬ
凡
此
た
ひ
の

御2

哥
ま
こ
と
に
あ
り
か
た
う
見
申
し
候3

へ
は
年4

来
を
ろ
か

な
る
心
に
か
た
し
け
な
き
仰
の
い
な
み
か
た
さ
は
か
り

を
か
へ
り
み
候
と
て
わ
つ
か
に
先5

人
申
を
き
候6

し
庭7

訓
の
か
た
は
し
を
申
候
き
定
て
後
の
世
の
わ
ら
は
れ

く
さ
も
し
け
う
そ
候
覧
な
れ
と
も
さ
す
か
に
そ
の
あ
と

や
候
む
と
御
哥
も
こ
と
の
外
に
よ
み
つ
の
ら
せ
お
は
し

ま
し
て8

候
へ
は
返
々
本
意
に
覚
さ
せ
給
て
候
抑

1 

せ
し
め
―
し
（
谷
）

2 

御
哥
―
御
哥
さ
ま
（
永
・
京
・
谷
）

3 

候
へ
―
候
得
（
穂
）

4 

年
来
―
ナ
シ
（
永
）

5 

先
人
―
先
人
の
（
広
・
永
・
京
・
谷
）

6 

候
し
―
し
（
永
・
京
）

7 

庭
訓
の
か
た
は
し
を
―
か
た
は
し
を
庭
訓
（
谷
）

8 

て
―
ナ
シ
（
永
・
京
・
谷
）

9 

候
し
―
侍
し
（
永
・
京
・
谷
）

10 

勅
集
―
勅
撰
（
広
・
穂
・
永
・
京
）

11 

し
つ
か
に
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

12 

御
ら
ん
せ
ら
れ
候
て
―
御
覧
せ
ら
れ
て（
穂
）、見
か
へ
し

て
代
々
に（
永
・
京
）、御
ら
ん
せ
ら
れ
て
代
々
に（
谷
）
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哥
は
た
ゝ
日
来
し
る
し
申
候9

し
こ
と
く
万
葉

よ
り
こ
の
か
た
の
勅10

集
を
し11

つ
か
に
御12

ら
ん
せ
ら
れ
候
て
」
一
ウ

か13

は
り
ゆ
き
候14

け
る
す
か
た
と15

も
を
御
心
得
候
へ
そ
れ
に

と
り
て
勅
撰
の
哥
な
れ
は
と16

て
か
な
ら
す
哥
こ
と
に

わ17

た
り
て
ま
な
ふ
へ
か
ら
す18

人
に
と
も
な
ひ
世
に
し
た

か
ひ
て
哥
の
興19

廃
み
え
侍
り
万20

葉
は
け
に
代
も

あ
か
り
人
の
心
も
さ21

え
て
今22

の
世
に
は
ま
な
ふ
と
も23

更24

に
及
へ
か
ら
す
こ
と
に
初
心
の
時
を25

の
つ
か
ら
古
躰

を
こ
の
む
事
有
へ
か
ら
す
但
稽
古
年
か
さ
な
り

風
骨
よ
み
さ26

た
ま
る
後
は
又
万
葉
の
様
を
存27

せ

さ
ら
ん
好
士
は28

無
下
の29

事
と
そ
覚
侍
る
稽
古

の
ゝ
ち
よ
む
へ
き
に
と
り
て
も
心
あ
る
へ
き
に
や
」
二
オ

す
へ
て
よ
む
ま
し
き
す
か
た
詞30

と
い
ふ
は31

あ
ま
り
に
俗
に

ち
か
く
又
お
そ
ろ
し
け
な
る
た
く
ひ
を
申32

侍
へ
し

よ
ろ
し
く
そ33

れ
は
い34

ま
さ
た
め
申
に
を
よ
は
す
此
し

た
に
て
御
了
見
候
へ
此
御
百
首
に
多
分
古
風
の35

み
え

侍36

か
ら
か
や
う
に
申
せ
は
又
御37

退
屈
や38

候
は
ん
す
ら39

め

な
れ
と
も
し
は
し
は
か
ま
へ
て
あ
そ
は
す
ま
し
き
に
て
候

今
一
両
年
は
か
り
も
せ
め
て
も
と
の
躰
を
は

13 

か
は
り
ゆ
き
―
か
は
り
も
て
ゆ
き
（
永
・
京
・
谷
）

14 

候
け
る
―
候
（
永
・
京
）

15 

と
も
を
―
を
（
谷
）

16 

と
て
―
ナ
シ
（
谷
）

17 

わ
た
り
て
―
と
り
て
（
永
）

18 

す
―
す
候
（
永
・
京
）

19 

興
廃
―
興
廃
を
（
広
）

20 

万
葉
―
万
葉
集
（
永
）

21 

さ
え
て
―
さすえ
歟ら

て
（
広
）、
ま
し
て
（
永
・
京
）

22 

今
の
世
に
は
―
今
の
世
に（
穂
）、
此
世
に
は（
永
・
京
）

23 

と
も
―
事
も
（
谷
）

24 

更
に
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

25 

を
の
つ
か
ら
―
を
の
つ
か
ら
も
（
永
・
京
・
谷
）

26 

さ
た
ま
る
―
さ
た
ま
り
て
（
永
・
京
・
谷
）

27 

存
―
存
知
（
広
）

28 

は
―
も
（
谷
）

29 

の
―
ナ
シ
（
永
）

30 

詞
―
詞
侍
る
な
り
よ
む
ま
し
き
姿
詞
（
永
・
京
・
谷
）

31 

は
―
ナ
シ
（
冷
）

32 

申
侍
―
申
（
永
・
京
）

33 

そ
れ
は
―
そ
れ
を
は
（
永
・
京
）

34 

い
ま
―
今
更
（
広
）

35 

の
―
ナ
シ
（
谷
）

36 

侍
か
ら
―
侍
か
し
（
広
）、
侍
り
（
谷
）

37 

御
退
屈
―
退
屈
（
永
）

38 

や
―
も
や
（
広
）

39 

ら
め
な
れ
―
ら
ん
と
な
れ（
広
）、
ら
ん
と
存
す
れ（
永
・
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た
ら
か
さ
て
御
詠
作
あ
る
へ
く
候
も
と
の
す
か
た
と
申40

は

勘
申
し
候
し
十
躰
の
中
の
幽
玄
様
事
可
然
様

41

麗ウ
ル
ハ
シ
キ
様
有
心
躰
こ42

れ
ら
の
四
に
て
候
へ43

し
此
躰
と
も
の
」
二
ウ

中
に
も
ふ
る
め
か
し
き
哥
と
も
は
よ44

く
み
え
候
へ
と
も
そ
れ

は
古
躰
な
か
ら
も
く
る
し
か
ら
ぬ
す
か
た
に
て
候
た
ゝ
す

な
ほ
に
や
さ
し
き
す
か
た
を
ま
つ
自
在
に
あ
そ
は
し

し
た
ゝ
め
て
後
は
長
高
様45

見
様
面
白
様46

有
一
節

様47

濃
様
な
と
や
う
の
躰
は48

い
と
や
す
き
事49

に
て
候
鬼50

拉リ
ウ

の
躰
そ51

た
や
す
く
ま
な
ひ
お
ほ
せ
か
た
う
候
な
る

そ
れ
も
錬
磨
の
後
は
な
と
か
よ
ま
れ
侍
ら
さ
ら
ん
（
※
①
）

初
心
の
時
は
よ
み
か
た
き
す
か
た
に
て
侍
な
る
へ
し

ま
つ
哥
は
た
ゝ
和52

国
の
風
に
て
侍
る
う
へ
は53

先54

哲テ
ツ

の
く
れ
〳
〵
か
き
を
け
る
物
に
も
や
さ
し
く
も
の
あ
は
れ
に
」
三
オ

よ
む
へ
き
事
と55

そ
み
え
侍56

め
る
け
に
い
か
に
お57

そ
ろ
し
き

物
な
れ
と
も
哥
に
よ
み
つ
れ
は
優
に
き
ゝ
な
さ
る
ゝ

た
く
ひ
そ
侍
る
そ
れ
に
も
と
よ
り
や
さ
し
き
花
よ
月
よ
な58

と

や
う
の
物
を
お
そ
ろ
し
け
に
よ
め
ら
む
は
な
に

の
詮
か
侍
ら
ん
さ
て
も
此59

十
躰
の
中
に60

は
い61

つ
れ
も

有
心
躰
に
す
き
て
哥
の
本
意
と
存62

す
る
す
か
た
は

京
）

40 

申
―
申
候
（
冷
・
静
・
広
）

41 

麗
様
―
濃
様
（
永
・
京
）

42 

こ
れ
ら
の
―
こ
れ
ら
（
京
）

43 

へ
し
―
へ
く
候
（
永
・
京
）

44 

よ
く
―
ま
ゝ
（
永
・
京
・
谷
）

45 

様
―
ナ
シ
（
谷
）

46 

様
―
ナ
シ
（
谷
）

47 

様
―
ナ
シ
（
谷
）

48 

は
―
ナ
シ
（
京
）

49 

事
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

50 

鬼
拉
の
躰
―
拉
鬼
体
（
永
・
京
・
谷
）

51 

そ
―
は
（
谷
）

※
①
︻
異
文
1
︼（
穂
・
永
・
京
・
谷
）

52 

和
国
の
風
―
和
国の風
イ（

穂
）

53 

は
―
ナ
シ
（
永
・
京
・
谷
）

54 

先
哲
―
先
人
（
谷
）

55 

と
そ
―
に
そ
（
永
・
京
）

56 

侍
め
る
―
侍
る
（
永
・
京
）

57 

お
そ
ろ
し
き
物
―
お
そ
ろ
し
う
物
と
を
き
物（
永
・
京
・

谷
）

58 

な
と
―
な
と
のヒ
（
冷
）

59 

此
―
ナ
シ
（
広
）

60 

に
は
―
に
（
広
・
京
・
谷
）

61 

い
つ
れ
も
―
い
つ
れ
と
申
と
も
（
永
・
京
・
谷
）

62 

存
す
る
―
存
せ
る
（
広
・
永
・
京
）

63 

候
―
ナ
シ
（
永
）
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侍
ら
す
き
は
め
て
思
え
か
た
う
候63

と
さ
ま
か
う
さ
ま

に
て
は
つ
や
〳
〵
つ
ゝ
け
ら
る
へ
か
ら
す
よ
く
〳
〵
心
を
す

ま
し
て64

そ
の
一
境
に
入
ふ
し
て
こ
そ
ま
れ
に
も65

よ
ま

る
ゝ
事
は66

侍
れ
さ
れ
は
よ
ろ
し
き
哥
と
申67

候
は
哥
」
三
ウ

こ
と
に
心
の
ふ
か
き
を
の68

み
そ
申
た
め
る
あ
ま
り
に
又

ふ
か
く
こ
ゝ
ろ
を
い
れ
ん
と
て
ね
ち
す
く
せ
は
い
り
ほ
か

の
い69

り
く
り
哥
と
て
堅
固
な
ら
ぬ
す
か
た
の
心
え
ら
れ

ぬ
は
心70

な
き
よ
り
も
う71

た
て
く
み
く
る
し
き
事
に72

て

侍73

る
こ
の
さ
か
ひ
は74

ゆ
ゝ
し
き
大
事
に
て
侍75

る
猶76

〳
〵

よ77

く
〳
〵
斟
酌
あ
る
へ
き
に
こ
そ
此
道
を
た78

し
な

む
人
は
か
り
そ
め
に
も
執
す
る
心
な
く
て
な
を
さ
り
に

よ
み
す
つ
る
事
侍79

ら
す
無
正
躰
哥
読
い
た
し
て

80

毀毀
キ

人
の
難
を
た
に
も81

お
ひ
ぬ
れ
は
退
屈
の
因
縁
と

も
な
り
道82

の
毀キ
ハ
イ廃

と
も
又83

な
り
侍
へ
き
に
こ
そ
」
四
オ

さ
れ
は
或
は
難
を
お
ひ
は
て
ゝ
思
死
に
ま84

か
り
し
た
く

ひ
も
き
こ
え
侍
り
或
は
秀
哥
を
ま
ろ
な
か
ら
と

ら
れ
て85

侍
か
没
し
て
後86

そ
の
人
の
ゆ
め
に
み
え
て
我

哥
返
せ
と
な
く
〳
〵
か87

な
し
み
け
る
に
よ
り
て
勅88

集

よ
り
さ89

り
い
た
し
け
る
事
も
侍
に
や
か
ゝ
る
た
め
し

64 

て
―
ナ
シ
（
谷
）

65 

も
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

66 

は
―
ナ
シ
（
永
・
京
・
谷
）

67 

申
候
は
―
申
候
（
冷
・
静
）、
申
は
（
永
・
京
・
谷
）

68 

の
み
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

69 

い
り
く
り
―
い
り

ヒへえ
り
（
広
）、
ゐ
か
へ
り
（
永
・
京
）、

い
か
へ
り
（
谷
）

70 

心
―
心
の
（
永
・
京
）

71 

う
た
て
く
―
う
た
て
う
（
永
）、
う
た
て
し
（
京
）、
う

た
て
ふ
（
谷
）

72 

に
て
―
に
そ
（
永
・
京
・
谷
）

73 

侍
る
―
侍
り
（
広
）

74 

は
―
か
（
冷
・
広
・
穂
・
谷
）

75 

侍
る
―
侍
り
（
広
）、
候
（
永
・
京
・
谷
）

76 

猶
〳
〵
―
ナ
シ
（
静
）

77 

よ
く
〳
〵
―
よ
く
（
永
・
京
・
谷
）

78 

た
し
な
む
―
た
し
な
ま
む
（
永
・
京
・
谷
）

79 

侍
ら
す
―
侍
る
へ
か
ら
す
（
広
・
永
・
京
・
谷
）

80 

毀
人
―
人
（
永
・
京
・
谷
）

81 

も
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

82 

道
の
―
道
（
広
）、
又
道
の
（
永
・
京
）

83 

又
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

84 

ま
か
り
し
―
身
ま
か
り
し
（
広
）、
ま
か
り
侍
し
（
永
・

京
）、
死
侍
し
（
谷
）

85 

て
侍
か
―
侍
り
て
（
広
）

86 

後
そ
の
―
後
も
（
京
）

87 

か
な
し
み
―
か
な
し
ひ
（
広
）
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こ90

れ
に
か
き
ら
す
ま
こ
と
に
あ
は
れ
に
そ
お
ほ
え
侍

相
構
て
兼
日
も
当
座
も
哥
を
は
能
〳
〵
詠
吟
し
て91

こ
し
ら
へ
て
出
へ
き
也
疎ソ
コ
ツ忽
の
事
は
か
な
ら
す
後92

難

侍
へ
し
常
に
心
あ
る
躰
の
哥
を
心
に
か
け
て
あ
そ

は
し
候93

へ
く
候
但
す
へ
て
此
躰
の
よ
ま
れ
ぬ
時
の
侍
也
」
四
ウ

朦
気
さ94

し
て
心
底
み
た
り
か
は
し
き
お
り
は
い
か
に
よ

ま
む
と
案
す
れ
と
も
有95

心
躰
出96

来
す
そ
れ
を
よ

ま
む
〳
〵
と
し
の
き
侍
れ
は
い
よ
〳
〵
性
骨
も
よ
は
り
て

無
正
躰
事
侍
な
り
さ
ら
む
時
は
ま
つ
景97

気
哥
と
て

す
か
た
詞
の
そ
ゝ
め
き
た
る
か
な
に
と
な
く
心
は
な
け

れ
と
も
哥
さ
ま
の
よ
ろ
し
く
き
こ
ゆ
る
様98

を
よ

む
へ
き
に
て
候
当
座
の
時
こ99

と
さ
ら
可
心
得
こ100

と
に
候

か
ゝ
る
哥
た
に
も
四
五
首
十101

首
よ
み
侍102

ぬ
れ
は103

蒙モ
ウ
マ
イ昧

も

散
し
て104

性
機
も
う
る
は
し
く
成
て
本105

躰
に
よ
ま

る
ゝ
事
に
て
候
又
恋
述
懐
な
と
や106

う
の
題
を
え
て
」
五
オ

は
ひ
と
へ
に
た
ゝ
有107

心
の
躰
を
の
み
よ
む
へ
し
と
覚

て108

候
此
躰
な109

ら
て
は
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
事
に
て
候110

さ

て
も
此
有
心
躰
は
餘
の
九
躰
に
わ
た
り
て
侍
へ
し

そ
の
ゆ
へ
は
幽
玄
に
も
心
あ
る
へ
し
長
高
に
も
又

88 

勅
集
―
勅
撰
（
広
・
永
・
京
）、
勅
集
の
中
（
谷
）

89 

さ
り
―
き
り
（
冷
・
静
・
広
・
穂
・
永
・
京
・
谷
）

90 

こ
れ
―
ナ
シ
（
広
）

91 

て
―
ナ
シ
（
永
・
京
・
谷
）

92 

後
難
―
後
に
難
（
永
・
京
）

93 

へ
く
候
―
へ
し
（
穂
）

94 

さ
し
て
―
き
さ
し
て
（
谷
）

95 

有
心
躰
―
有
心
躰
の
哥
（
永
・
京
）、
有
心
躰
哥
（
谷
）

96 

出
来
す
―
出
来
た
ら
す
（
広
）、
出
来
せ
す
（
永
・
谷
）、

出
来
ら
す
（
京
）

97 

景
気
―
景
気
の
（
永
・
京
）

98 

様
を
―
や
う
に
（
谷
）

99 

こ
と
さ
ら
―
殊
に
（
谷
）

100 

こ
と
に
―
こ
と
に
て
（
永
・
京
）、「
こ
と
に
〜
蒙
昧
も
」

ナ
シ
（
谷
）

101 

十
首
―
ナ
シ
（
永
）

102 

侍
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

103 

蒙
昧
―
蒙
気
（
広
・
穂
）

104 

て
―
ナ
シ
（
永
・
京
・
谷
）

105 

本
躰
―
十
躰
（
広
）

106 

や
う
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

107 

有
心
の
躰
―
有
心
躰
（
永
・
京
・
谷
）

108 

て
―
ナ
シ
（
永
・
京
・
谷
）

109 

な
ら
―
か
く
（
広
）

110 

候
―
候
へ
き
か（
冷
）、
候
へ
き
か（
永
・
京
）、
候
へ
き

に
や
（
谷
）

111 

侍
―
心
侍
（
永
・
京
・
谷
）
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侍111

へ
し
の
こ
り
の
躰
も112

又113

か
く
の
こ
と
し
け
に
〳
〵

い114

つ
れ
の
躰
に115

も
実
は
心
の
な
き
哥
か116

わ
ろ
き

に
て
候
今
此
十
躰
の
中
に117

有
心
躰
と
て
つ
ら
ね 

い118

た
し
侍
る
は
餘119

躰
の
哥
の
あ120

る
に
て
は
候
は
す
一
向
有121

心
の
躰
を
の
み
さ
き
と
し
て
よ
め
る
は
か
り
を
え
ら
ひ

い
た
し
て
侍
也
い122

つ
れ
の
躰
に123

て
も
た
ゝ
有124

心
の
躰
を
」
五
ウ

存
へ
き
に
て
候
又
哥
の
大
事
は
詞
の
用
捨
に
て
侍
へ
し

詞
に
つ
き
て
強

カ
ウ
シ
ヤ
ク弱
大
小
候
へ
し
そ
れ
を
よ
く
〳
〵
見
し
た
ゝ

め
て
つ
よ
き
詞
を
は
一
向
に
こ
れ
を
つ
ゝ
け
よ
は
き
詞
を

は
又125

一
向
に
こ
れ
を
つ
ら
ね
か
く
の
こ
と
く
案
し
返
し
〳
〵

ふ
と
み
ほ
そ
み
も
な
く
な126

ひ
ら
か
に
き
ゝ
に
く
か
ら
ぬ

様
に
よ
み
な
す
か
き127

は
め
て
重
事
に
て
侍
也
申128

さ
は
す
へ
て
詞
に
あ
し
き
も
な
く
よ
ろ
し
き
も
あ
る

へ
か
ら
す
た
ゝ
つ
ゝ
け
か
ら
に
て
哥
詞129

の
勝
劣
侍
へ
し

幽
玄
の
詞
に
鬼130

拉
の
詞
な
と
を
つ
ら
ね
た
ら
ん
は

い
と
み
く
る
し
か
る
へ
き
に131

こ
そ
さ
れ
は
心
を
本
と
し
て
」
六
オ

し132

て
詞133

を
取シ
ユ
シ
ヤ捨
せ
よ
と
そ
亡
父
卿
も
申
を
き
侍134

し

或135

人
の136

花
実
の
事
を
哥
に
た
て
申
て
は
ん
へ
る
に

と
り
て
古
の
哥
は
み
な
実
を
存
て
花
を
わ
す
れ
近
代

112 

も
―
に
も
（
永
・
京
）

113 「
又
〜
い
つ
れ
の
躰
に
も
」
ナ
シ
（
谷
）

114 

い
つ
れ
―
何
（
永
・
京
）

115 

に
も
―
も
（
永
・
京
）

116 

か
―
は
（
永
・
京
）

117 

に
―
に
も
（
京
）

118 

い
た
し
―
い
た
し
て
（
永
・
京
・
谷
）

119 

餘
躰
―
余
の
躰
（
永
・
京
）

120 

あ
る
―
心
あ
る
（
広
・
穂
・
永
・
京
・
谷
）

121 

有
心
の
躰
―
有
心
躰
（
広
・
穂
・
谷
）

122 

い
つ
れ
の
躰
―
何
躰
（
永
・
京
）

123 

に
て
も
―
に
も
（
永
・
京
・
谷
）

124 

有
心
の
躰
―
有
心
躰
（
広
）、
心
有
様
（
永
・
京
）、
有

心
様
（
谷
）

125 

又
一
向
に
―
ナ
シ
（
広
）

126 

な
ひ
ら
か
―
た
ひ
ら
か
（
京
）

127 

き
は
め
て
―
き
は
め
た
る（
永
・
京
）、き
は
め
て
の（
谷
）

128 

申
さ
は
―
申
さ
す
は
（
永
）

129 

詞
―
ナ
シ
（
谷
）

130 

鬼
拉
―
拉
鬼
（
永
・
京
・
谷
）

131 

に
―
も
に
（
京
）

132 

し
て
―
ナ
シ
（
冷
・
静
・
広
・
穂
・
永
・
京
・
谷
）

133 

詞
を
―
ナ
シ
（
広
）、
詞
を
は
（
永
・
京
）

134 

侍
し
―
侍
し
か
（
永
・
京
）

135 

或
―
誠
（
冷
）

136 

の
―
ナ
シ
（
広
・
穂
）

137 

の
―
は
（
谷
）
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の137

哥
は
花
を
の
み
心
に
か
け
て
実
に
は
め
も
か
け
ぬ
か138

ら

と
申
た
め
り
尤
さ
と
覚
侍
う
へ
古139

今
序
に
も
其140

意
侍
や141

ら
ん
さ
る
に
つ
き
て
猶
此
し
た
の
了142

見
愚

推
を
わ
つ
か
に
め
く
ら
し
見
侍
れ
は
可
心143

得
事
侍

に
や
い
は
ゆ
る
実
と
申
は
詞144

也
か
な
ら
す
古
の
哥145

の
詞146

つ
よ
く
き
こ
ゆ
る
を
実
と
申
と
は
定
か
た
か
る
へ
し

古
人
の
詠147

作
に
も
心
の148

な
か
ら
ん
哥
を
は
無
実
哥
と
そ
」
六
ウ

申
へ
き
今149

の
人
の
よ
め
ら
ん
に
も
う150

る
は
し
く
た151

ゝ
し

か
ら
ん
を
は
有
実
哥
と152

そ
申
侍153

へ
く
候
さ154

て
心
を

先
に
せ
よ
と
を
し
ふ
れ
は
詞
を
つ
き
に
せ
よ
と
申
に
似

た
り
詞
を
こ
そ
詮
と
す
へ
け
れ
と
い
は
ゝ
又
心
は
な
く
と
も

と
い
ふ
に155

て
侍
り
所156

詮
心
と
詞
と
を
か
ね
た
ら
ん
を
よ

き
哥
と
は
申
へ
し
心
詞
の
二
は
た157

ゝ
鳥
の
左
右
の

つ
は
さ
の
こ
と
く
な
る
へ
き
に
こ
そ
と
そ
思
給
侍
る

但
心
詞
の
二
を
と
も
に
か
ね
た
ら
ん
は
い
ふ
に
を
よ
は

す
心
の
か
け
た
ら
ん
よ
り
は
詞
の
つ
た
な
き
に158

こ
そ

侍
ら
め
か
や
う
に159

は
注160

申
侍
れ
と
も
又
実161

に
よ
ろ
し
き
」
七
オ

哥
の
す
か
た
と
は
い162

つ
れ
を
定
申
へ
き
や
ら
ん
誠
に
哥

の
中163

道
は
た
ゝ
自
知
へ
き
に
て
侍164

り
更
に
人
の
是
こ

138 

か
ら
―
か
し
（
広
）、
う
た
か
ら
（
谷
）

139 

古
今
―
古
今
の
（
穂
）

140 

其
意
―
o
意
其

（
冷
）、
其
心
（
広
）、
そ
の
心
得
（
穂
）、

此
心
（
永
・
京
・
谷
）

141 

や
―
な
し
（
谷
）

142 

了
見
―
了
見
に
（
谷
）

143 

心
得
―
得
心
（
永
・
京
）

144 

詞
―
心
（
広
）、
心
花
と
申
は
詞
（
穂
・
永
・
京
・
谷
）

145 

哥
の
―
哥
の
哥
の
（
谷
）

146 

詞
―
詞
は
（
永
・
京
）、
詞
の
（
谷
）

147 

詠
作
―
哥
詠
（
谷
）

148 

の
―
ナ
シ
（
谷
）

149 

今
―
古
（
谷
）

150 

う
る
は
し
く
―
心
の
う
る
は
し
く
（
永
・
京
・
谷
）

151 

た
ゝ
し
か
ら
ん
―
た
ゝ
し
く
深
か
ら
ん
（
谷
）

152 

と
そ
―
と
てそ
（
冷
）、
と
（
広
）

153 

侍
へ
く
候
―
侍
ら
ん
（
永
・
京
・
谷
）

154 

さ
て
―
さ
ら
は
（
永
・
京
）

155 

に
て
侍
り
―
に
ゝ
て
侍
り
（
広
・
穂
）、に
似
た
り（
永
・

京
）

156 

所
詮
―
詮
す
る
所
（
谷
）

157 

た
ゝ
―
ナ
シ
（
広
・
穂
・
谷
）

158 

に
―
に
て
（
永
・
京
・
谷
）

159 

に
は
―
に
（
永
）

160 

注
―
し
る
し
（
広
・
永
・
京
・
谷
）

161 

実
―
ま
こ
と
（
広
）、
誠
（
永
・
京
・
谷
）

162 

い
つ
れ
―
何
（
永
・
京
）
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そ
と
申
に
よ
る
へ
か
ら
す
候165

家
々
に
つ166

た
へ
た
る
す
ち

秀
逸
の
躰
ま
ち
〳
〵
な
り
俊
恵
は
た
ゝ
哥167

は
お168

さ
な
か
れ
と
申
て
や
か
て
我
哥
に
も
そ
の
す
か
た
の

哥
を
秀
逸
と169

は
思170

た
り
け
に
候
け
る
と
か
や
俊
頼

は
え
も
い
は
す
た
け
た
か
き
を
よ
ろ
し
と
申
た
め
り

其
外
し
な
〳
〵
に171

申
か
へ
て
そ172

侍
更
に
短
慮
難

及
そ
覚173

侍
な
に
も
し
れ
は
強174

大
事
に
成
侍

習
な175

れ
と
も
こ
と
に
此
道
は
さ
と
覚
て176

侍
り
」
七
ウ

我
心
の
中
に
て
哥
の
昔
今177

を
思
合
て
み178

る
に

い
に
し
へ
よ
り
も
当
時
は
事
の
外
に
よ
む
哥
こ
と
に

わ
ろ
く
の
み
覚179

て
是
は
と
思
ひ
て
い
た
す
は
ま
れ
に

そ
侍
仰
は
弥
高
き
事
に
侍180

な
り
と
先181

賢

の
遺
訓
も
今
こ
そ
思
ひ
し
ら
れ
て
侍
れ
先
哥
に

秀
逸
の
躰182

と
申
侍183

へ
き
す
か
た
は
万
機
を
も
ぬ

け
て
物
に
と
ゝ
こ
ほ
ら
ぬ
か184

こ
の
十
躰
の
中
の
い
つ

れ
の
躰
と
も
み
え
す
し
て
し185

か
も
そ
の
す
か
た
を
み186

な
さ
し
は187

さ
め
る
や
う
に
お
ほ
え
て
餘
情
う
か

ひ
て188

心
な189

を
く
衣
冠
た
ゝ
し
き
人
を
み
る
心
ち
す190

る
」
八
オ

に
て
侍
へ
し
常
に
人
の
秀191

逸
の
躰
と
心
得
て
侍

163 

中
道
―
道
（
広
）

164 

侍
り
―
侍
也
（
永
・
京
）

165 

候
―
ナ
シ
（
永
・
京
・
谷
）

166 

つ
た
へ
た
る
す
ち
―
た
つ
る
（
永
・
京
）、
立
る
す
ち

（
谷
）

167 

哥
は
―
ナ
シ
（
広
）、
哥
を
は
（
永
）

168 

お
さ
な
か
れ
と
申
て
や
か
て
我
―
ナ
シ
（
広
）

169 

と
は
―
と
（
永
・
京
）

170 

思
た
り
け
に
候
け
る
―
思
け
る
（
永
）、
思
け
り
（
京
）

171 

に
―
ナ
シ
（
静
）

172 

そ
―
ナ
シ
（
広
）

173 

覚
―
ナ
シ
（
広
）、
覚
て
（
穂
）

174 

強
―
い
よ
〳
〵
（
広
・
穂
・
谷
）、
あ
な
か
ち
に
（
永
）、

強
に
（
京
）

175 

な
れ
と
も
―
さ
れ
と
も
（
谷
）

176 

て
―
ナ
シ
（
永
・
京
・
谷
）

177 

今
―

ヒを今
（
冷
）

178 

み
る
―
哥
（
広
）

179 

覚
て
―
こ
そ
覚
候
へ
（
永
・
京
）

180 

侍
な
り
―
侍
た
り（
冷
）、
侍
り（
広
）、
侍
め
り（
穂
）、

侍
り
け
り
（
永
・
京
・
谷
）

181 

先
賢
の
遺
訓
―
先
哲
の
庭
訓（
永
）、
先
哲
の
遺
訓（
京
）

182 

躰
―
様
（
永
・
京
・
谷
）

183 

侍
―
ナ
シ
（
広
・
永
・
京
・
谷
）

184 

か
こ
の
―
哥
の
（
永
・
京
）

185 

し
か
も
―
し
か
も
又
（
永
・
京
・
谷
）

186 

み
な
―
ナ
シ
（
広
・
穂
）
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は
無192

文
な
る
哥
の
さ
は
〳
〵
と
読
て
心
を
く
れ
た
け

の
あ193

る
の
み
申
な
ら
ひ
て
侍
る
そ
れ
は
不
覚
の
事

に
て
候
か
ゝ
ら
む
哥
を
秀
逸
と
た
に
申
へ194

く
は
哥
こ

と
に
も
よ
み
ぬ
へ
く
そ
侍
る
詠195

吟
事
き
は
ま
り

案
性
す
み
わ
た
れ
る
中
よ
り
今196

と
か
く
も
て
あ
つ

か
ふ
風
情
に
て
は
な
く
て197

に198

は
か
に
か
た
は
ら
よ
り
や
す

や
す
と
し199

て
よ
み
い
た
し
た
る
中
に
い200

か
に
も
秀

逸
は
侍
へ
し
そ
の
哥
は
ま
つ
心
ふ
か
く
た
く
み
に
こ
と

は
の
外
ま
て
あ
ま
れ
る
や
う
に
て
す
か
た
け
た
か
く
」
八
ウ

こ
と
は
な
へ
て
つ
ゝ
け
か
た
き
か
し
か
も
や
す
ら
か
に

き
こ
ゆ
る
や
う
に
て
遠201

し
ろ
く
か
す
か
な
る
景

趣
た
ち
そ
ひ
て
お
も
か
け
た
ゝ
な
ら
す
け202

し
き
は

さ203

る
か
ら
心204

も
そ
ゝ
ろ
か
ぬ
哥
に
て
侍205

り
こ
れ
を
は

わ
さ
と
よ
ま
む
と
す
へ
か
ら
す
稽
古
た
に
も
入
候
へ
は

自206

然
に
よ
み
い
た
さ
る
ゝ
事
に
て
候
又
古
の
哥207

今
の

哥
に
も
よ
に
い
ひ
お
ほ
せ
ら
れ
ぬ
や
う
に
き
こ
ゆ
る
事

の
侍
也
いヒ
ヒま
さ
お
ほ
ゆ
る
事
は
い
か
に
も
初
心
の
程
な

る
へ
し
上
手
の
わ
さ
と
こ
ゝ
ま
て
と
詞
を
い
ひ
さ
す

哥208

侍
り
あ
き
ら
か
な
ら
す
お
ほ
め
か
し
て
よ
む
事
」
九
オ

187 

は
さ
め
―
と
さ
め
（
京
）

188 

て
―
ナ
シ
（
広
）

189 

な
を
く
―
な
を
〳
〵
（
京
）

190 

す
る
に
て
―
す
さ
て
（
京
）

191 

秀
逸
の
躰
―
秀
逸
躰
（
永
・
京
）

192 

無
文
―
無
事
（
広
）

193 

あ
る
―
あ
る
を
（
永
・
京
）

194 

へ
く
は
哥
こ
と
に
も
よ
み
ぬ
―
ナ
シ
（
広
）

195 

詠
吟
―
沈
吟
（
永
・
京
）

196 

今
と
か
く
―
今
日
は
か
く
（
京
）

197 

て
―
ナ
シ
（
谷
）

198 

に
は
か
に
―
俄
（
広
）

199 

し
て
―
ナ
シ
（
広
・
永
・
京
）

200 

い
か
に
も
―
い
か
に
も
〳
〵
（
永
・
京
）

201 

遠
し
ろ
く
―
お
も
し
ろ
く
（
静
・
穂
）

202 

け
し
き
は
―
け
し
き
は
み
（
広
）、
気
色
は
み
て
（
永
・

京
・
谷
）

203 

さ
る
か
ら
―
さ
な
か
ら
（
広
）

204 

心
も
―
心
も
詞
も
（
永
・
京
・
谷
）

205 

侍
り
―
侍
な
り
（
永
・
京
・
谷
）

206 

自
然
に
よ
み
い
た
さ
る
ゝ
事
に
て
候
又
―
自
然
（
広
）、

自
然
と
よ
み
い
だ
さ
る
ゝ
事
の
候
又
（
永
・
京
）

207 

哥
―
哥
に
も
（
永
・
京
・
谷
）

208 

哥
―
哥
に
（
広
）

209 

こ
れ
―
こ
れ
も
（
谷
）

210 

と
―
ナ
シ
（
谷
）

211 

未
練
の
―
ナ
シ
（
静
）
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こ209

れ
已
達
の
て
か
ら
に
て
侍
へ
し
そ
れ
を
う
ら
や
ま

し
と210

思
ひ
て
ま
な
ひ
も
え
ぬ
物
か
ら
未211

練
の
人
の

よ
め
る
は
な
に
ゝ
も
つ
か
ぬ
片
腹
い
た
き
事
に212

て
そ

侍
る
大
方
哥
に
う
け
ら
れ
ぬ
は213

秀214

句
に
て
候
秀215

句
も

自
然
に
な
に
と
な
く
よ
み
い
た
せ
る
は
さ
て
も
あ
り

ぬ
へ
し
い216

か
ゝ
せ
ん
と
と
か
く
た
し
な
み
よ
め
る
秀217

句
か
き
は
め
て
み
く
る
し
く
見
さ
め
す
る
事
に
て

侍
へ218

し
又
本
哥
と
り
侍
る
や
う
は
さ
き
に
も
し
る
し

申
候
し
花
の
哥
を
や
か
て
花
に
よ
み219

月×
同
の
哥
を

や
か
て
月
に
て
よ220

む
事
は
達
者
の
わ
さ
な
る
へ
し
」
九
ウ

は
る
の
哥
を
は
秋
冬
な
と
に
よ221

み
か
へ
恋222

歌
を
は

雑
や
季
の223

哥
な
と
に
て
し
か
も
そ
の
哥
を
と
れ
る
よ

と
き
こ
ゆ
る
や
う
に
よ
み
な
す
へ
き
に
て
候
本
哥

の
詞
を
あ
ま
り
に
お
ほ
く
と
る
事
は
あ
る
ま
し

き
事224

に225

て
候
そ
の
や226

う
に
せ
ん
と
お
ほ
ゆ
る
詞227 
o

■

二
は
か
り

と
り
て
今
の
哥
の
上228

下
句
に
わ
か
ち
を
く
へ
き
に
や

た
と
へ
は
夕
く
れ
は
雲
の
は
た
て
に
物
そ
お
も
ふ
あ
ま
つ

そ
ら
な
る
人229

を
こ
ふ
と
て
と
侍
哥
を
と
ら
は
雲
の

は
た
て
と230

物
思
ふ
と
い
ふ
詞
を
と
り
て
上231

下
句
に
を

212 

に
て
そ
―
に
て
（
永
・
京
）、
に
そ
（
谷
）

213 

は
―
も
の
は
（
広
・
永
・
京
・
谷
）

214 

秀
句
―
集
句
（
永
・
京
）

215 

秀
句
―
集
句
（
永
・
京
）

216 

い
か
ゝ
―
い
か
（
谷
）

217 

秀
句
―
集
句
（
永
）

218 

へ
し
―
な
り
（
広
）

219 

月
の
哥
―
月
（
永
・
京
）

220 

よ
む
―
よ
ま
む
（
永
・
京
）

221 

よ
み
か
へ
―
よ
み
（
静
）

222 

恋
歌
―
恋
の
哥
（
広
・
永
・
京
）

223 

の
哥
な
と
―
な
と
の
哥
（
谷
）

224 

事
―
と
（
広
）

225 

に
て
―
に
（
谷
）

226 

や
う
に
―
中
に
（
広
・
永
・
京
・
谷
）、
や中に
イう

は
（
穂
）

227 

詞
―
詞
を
（
永
・
京
・
谷
）

228 

上
下
―
上
下
の
（
広
・
穂
）

229 

人
を
こ
ふ
と
て
―
ナ
シ
（
広
）

230 

と
物
思
ふ
―
に
物
そ
思
ふ
（
永
・
京
）

231 

上
下
句
―
上
下
の
句
（
広
・
穂
・
谷
）、
上
句
下
句

（
永
・
京
）

232 

の
―
o
（
の

冷
）

233 

雑
季
―
雑
や
季
や
（
永
・
京
）、
雑
や
季
（
谷
）

234 

哥
を
と
る
と
て
―
哥
を
と
り
て
（
広
）、「
哥
を
〜
た
く

ひ
も
侍
り
」
ナ
シ
（
谷
）

235 

夕
く
れ
―
夕
く
れ
の
（
永
）

236 

な
と
は
―
は
と
は
（
穂
）
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き
て
恋
の232

哥
な
ら
さ
ら
ん
雑233

季
な
と
に
よ
む
へ
し
」
一
〇
オ

こ
の
こ
ろ
も
こ
の
哥234

を
と
る
と
て
夕
く
れ
の
詞
を
も

と
り
そ
へ
て
よ
め
る
た
く
ひ
も
侍
り
夕235

く
れ
な236

と
は
と237

り

そ
へ
た
る
に
な
と
や
ら
ん
あ
し
く
も
き
こ
え
す
め
つ
ら
し
く

せ
ん
と
お
ほ
ゆ
る
詞
を238

さ
の
み
と239

る
か
わ
ろ
く
侍
な
り

又
あ
ま
り
に
か240

す
か
に
と241

り
て
其
哥
に
て
よ
め
る
よ

と
も
見
え
さ
ら
ん
は242

な
に
の
詮
か
侍
へ
き
な
れ
は
よ

ろ
し
く
こ
れ
ら
は
心
え
て
と
る
へ
き
に
こ
そ
又
題
を

わ
か
ち
候
事
一243

題
を
は
い
く
た
ひ
も
下
句
に244

あ
ら

は
す
へ
き
に
て
候
二
字
三
字
よ
り
後245

は
題
の
字
を246

甲
乙
の
句
に
わ
か
ち
お247

く
へ
し
む
す
ひ
題
を
は248

」
一
〇
ウ

一
所
に
を
く
事
は
無
下
の
事
に
て
侍
と249

や
ら
ん
又

か250

し
ら
に
い
た
ゝ
き
て
い
て
た
る
哥251

無
念
と
申
へ
し

ふ
る
く
も
秀
逸
と252

も
の
中
に
さ
や
う
の
た
め
し
侍253

れ

と
も
そ
れ
を
本
に
ひ
く
へ
き
に
候254

は
す
か255

ま
へ
て
あ
る

ま
し
き
事
に256

候
但
又257

よ
く
い
て
き
た
る
哥
に258

と
り

て
す
へ
て
五259

文
字
な
ら
て
題
の
字
の
を
か
れ
さ
ら
ん

は
制
の
か
き
り
に
あ
ら
す
そ260

う
け
給
を
き
て261

侍
し
病262

事
は
平
頭
の263

病
は
く
る
し
か
ら
す
候264

声
韻
の265

病

237 

と
り
そ
へ
た
る
に
な
と
や
ら
ん
―
な
と
や
ら
ん
と
り
そ

へ
た
る
も
（
永
・
京
）

238 

を
―
を
は
（
広
）

239 

と
る
か
―
し
た
る
く
取
（
谷
）

240 

か
す
か
―
ヒさか
す
か
（
冷
）、
幽
（
永
・
京
・
谷
）

241 

と
り
て
―
と
ら
ん
と
て
（
谷
）

242 

は
―
ナ
シ
（
広
）

243 

一
題
―
一
字
（
広
）、
一
字
題
（
穂
・
永
・
京
・
谷
）

244 

に
―
の
（
谷
）

245 

後
は
―
の
（
谷
）

246 

を
―
を
は
（
谷
）

247 

お
く
へ
し
む
す
ひ
題
を
は
一
所
に
を
く
―
を
か
さ
る（
広
）

248 

は
―
ナ
シ
（
永
・
京
・
谷
）

249 

と
や
ら
ん
―
と
か
や
（
永
・
京
）

250 

か
し
ら
―
題
（
広
）

251 

哥
―
ナ
シ
（
広
）

252 

と
も
―
ナ
シ
（
谷
）

253 

侍
れ
―
侍
る
（
永
）

254 

候
は
す
―
あ
ら
す
（
永
・
京
）

255 

か
ま
へ
て
あ
る
ま
し
き
事
―
ナ
シ
（
広
）

256 

に
―
ナ
シ
（
広
）、
に
て
（
永
・
京
）

257 

又
―
ナ
シ
（
静
）

258 

に
―
ナ
シ
（
永
）

259 

五
文
字
―
五
文
字
の
所
（
谷
）

260 

そ
―
と
そ
（
広
・
穂
・
永
・
京
・
谷
）

261 

て
―
ナ
シ
（
広
）

262 

病
事
―
病
の
事
（
永
・
京
・
谷
）
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は
か
な
ら
す
さ
ら
ま
ほ
し
く
候
平
頭
の266

病
も
な
か
ら
ん

に
は
お
と
り
に267

て
候
四
病
八
病
な
と
は
人
の
み
な
し
」
一
一
オ

れ
る
事
に268

て
候
へ
は
事
あ
た
ら
し
く
勘
申
に
を
よ
は

す
候269

天
性
病
に
を
か
さ
れ
ぬ
程
の270

哥
に
成
ぬ
れ
は

い
つ
れ
の
病
も
い
た
つ
ら
事
に
て
候
へ
し
さ
て
よ
ろ
し

か
ら
ぬ
哥
の
し
か
も
病
さ
へ
候
は
ん
は271

又
徒
事
に
て
こ
そ
候

は
め
三272

首
哥
五273

首
哥
乃
至
十
首
ま
て
も
お
な
し

詞
を
よ
む
事
は
心
あ
る
へ
き
に
て
候
め
つ
ら
し
か
ら
ぬ

詞
は
あ
ま
た
所
に
よ
め
る
も274

く
る
し
か
ら
す
み
ゝ
に
た
つ

詞
の
め
つ
ら
し
き
は
な
か
こ
と
は
に
て
候
は
ね
と
も
二
字
三

字
も
あ275

ま
た
よ
み
つ
れ
は
あ
さ
ま
し
き
事
に
て
候

ち
た
い
そ
の
詞
を
こ
の
む
よ
と
人
に
き
ゝ
な
さ
る
ま
し
き
」
一
一
ウ

事
と276

亡
父
卿
も277

制
し
候
し
事278

候
け
に
又279

わ
ろ
く

覚
候
雲
風
夕
く
れ
な
と
や
う
の
詞
は
い
く
つ
よ
め
ら
ん

も280

よ
も
く281

る
し
き
事
候
は
し
と282

覚
て
候
そ
れ
も

よ
か
ら
ん
哥
の
す
て
か
た
か
ら
ん
は
い
く
ら
も
同
詞
を

よ
み
す
へ
て
さ283

て
候
な
ん
無
下
の
ゑ
せ
哥
の
み
た
り

か
は
し
く
同
詞
を284

さ
へ
よ
み
ま
せ
た
ら
ん
は
い
と
よ
か
ら
し

に
て
候
当
時
あ
け
ほ
の
ゝ
春
夕
く
れ
の
秋
な
と
や
う
の

263 

の
―
ナ
シ
（
広
・
京
）

264 

候
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

265 

の
―
ナ
シ
（
広
）

266 

の
―
ナ
シ
（
広
・
永
・
京
）

267 

に
て
候
―
候
（
広
）、
て
候
（
穂
）、
候
へ
く
候
（
永
・

京
）、
候
へ
し
（
谷
）

268 

に
て
―
に
（
永
・
京
・
谷
）

269 

候
―
ナ
シ
（
京
）

270 

の
哥
―
ナ
シ
（
静
）

271 

は
―
に
は
（
谷
）

272 

三
首
哥
―
三
首
（
静
・
谷
）、
三
首
の
哥
（
永
・
京
）

273 

五
首
哥
―
五
首
（
静
）、
五
首
の
哥
（
永
・
京
・
谷
）

274 

も
―
ナ
シ
（
谷
）

275 

あ
ま
た
―
あ
ま
た
に
（
谷
）

276 

と
―
と
あ
さ
か
ら
す
（
永
・
京
・
谷
）

277 

も
―
ナ
シ
（
永
・
京
・
谷
）

278 

事
候
―
に
候
（
静
・
広
）、
に
も
（
穂
）、
に
（
谷
）

279 

又
―
又
よ
に
（
谷
）

280 

も
よ
も
―
o
も
と

（
永
）

281 

く
る
し
き
事
候
は
し
―
く
る
し
う
候
ま
し
（
永
・
京
）、

く
る
し
う
候
は
し
（
谷
）

282 

と
覚
て
候
―
ナ
シ
（
広
）、
と
覚
候
（
永
・
京
・
谷
）

283 

さ
て
―
さ
て
も
（
永
・
京
・
谷
）

284 

を
―
ナ
シ
（
静
）

285 

と
よ
―
事
（
永
・
京
）

286 

に
て
―
に
（
谷
）

287 

し
―
ナ
シ
（
広
）
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詞
つ
ゝ
き
を
上
な
る
好
士
と
も
ゝ
よ
み
候
と285

よ
い
た
く

う
け
ら
れ
ぬ
事
に286

て
候
や
う
〳
〵
し287

け
に
あ
け
ほ

の
ゝ
は
る
ゆ
ふ
く
れ
の
秋
な
と
つ
ゝ
け
て
候
へ
と
も
た
ゝ
」
一
二
オ

心
は
秋
の
夕
暮
春
の
あ
け
ほ
の
を
い
て
す
こ
そ
候288

め
れ

け
に
心
た
に
も
詞
を
を
き
か
へ
た
る
に
つ
れ
て
あ
た
ら

し
く
も
め
て
た
く
も
な
り
侍
ヒ

289

るら

は
尤
神
妙
な
る

へ
く
候
を
す
へ
て
な
に
の
詮290

あ
り
と
も
見291

え
す
候
こ

と
に
お
こ
か
ま
し
き
事
に292

て
候
こ293

れ
ら
そ
哥
の

す
た
る
へ
き
躰
に
て
候
め
る
且
は
い
ま
〳
〵
し
き
事294

と
返
〳
〵
申
を
き
候
し
に295

候
さ
き
に
し
る
し
申
候
し

十
躰
を
は
人
の
趣296

を
み
て
さ
つ
く
へ
き
に
て
候
器
量

も
器297

な
ら
ぬ
も
う
け
た
る
そ
の
躰
侍
へ
し
或
は

幽
玄
の298

躰
を
う
け
た
ら
ん
人
に
鬼299

拉
の
様
を
よ
め
と
」
一
二
ウ

を
し
へ
又300

長
高
の301

様
を
え
た
る
輩
に
濃
躰
を
よ302

め
と

を303

し
へ
ん
事
は
な
に
か
よ304

か
る
へ
き
た
ゝ
仏
の
と
き

給
へ
る
あ
ま
た
の
御
法
も305

衆306

生
機
に
あ
た
へ
給
へ
る
と

か
や
そ
れ
に
す
こ
し
も
た
か
ふ
へ
か
ら
す
わ
か
こ
の
む
や
う

う
け
た
る
す
か
た
な
れ
は
と
て
こ
の
躰
を
よ
め
と
得
さ
ら
ん

人
に
を
し
へ
候307

は
ん
事
返
々
道
の
魔
障
に
て
候
へ308

し

288 

候
め
れ
―
そ
れ
に
（
広
）

289 

侍
ヒるら
は
―
侍
り
は
（
冷
）、
侍
ら
ん
は
（
永
・
京
）

290 

詮
―
詮
も
（
谷
）

291 

見
え
す
候
―
不
見
（
永
・
京
）、
見
え
す
（
谷
）

292 

に
て
―
に
（
谷
）

293 

こ
れ
ら
―
こ
れ
（
永
・
京
）

294 

事
と
―
ナ
シ
（
広
）

295 

に
候
―
ナ
シ
（
広
）、
に
も
（
穂
）

296 

趣
―
気
の
趣
（
永
・
京
）、
機
の
趣
（
谷
）

297 

器
―
器
量
（
穂
・
永
・
京
・
谷
）

298 

の
―
ナ
シ
（
広
・
永
・
京
）

299 

鬼
拉
の
様
―
鬼
拉
の
躰
（
広
）、
拉
鬼
躰
（
永
・
京
）、

拉
鬼
の
や
う
（
谷
）

300 

又
―
候
（
広
）

301 

の
―
ナ
シ
（
広
・
穂
・
永
・
京
）

302 

よ
め
と
―
ナ
シ
（
永
）

303 

を
し
へ
ん
事
は
―
を
し
へ
は
（
永
・
京
）

304 

よ
か
る
―
よ
く
候
（
永
・
京
・
谷
）

305 

も
―
に
も
（
広
）

306 

衆
生
―
衆
生
の
（
広
・
永
・
京
・
谷
）

307 

候
は
ん
事
―
候
は
ん
（
広
）、
ん
事
は
（
穂
）、
候
は
ん

こ
と
は
（
谷
）

308 

へ
し
―
へ
く
候
（
永
・
京
）

309 

い
つ
れ
の
躰
―
何
の
躰
（
永
・
京
）

310 

よ
ま
む
―
よ
む
（
広
・
静
）

311 

な
を
く
―
な
を
〳
〵
（
静
・
穂
）

312 

事
―
ナ
シ
（
広
）
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そ
の
人
の
よ
め
ら
ん
哥
を
能
々
見
し
た
ゝ
め
て
後
に

風
躰
を
さ
つ
く
へ
き
に
て
候
い309

つ
れ
の
躰
を
よ310

ま

む
に
も
な311

を
く
た
ゝ
し
き
事312

は
わ
た
り
て
心
に
か

く
へ
き
に
こ
そ
さ
れ
は
と
て
又
そ
の
一313

躰
に
入
ふ
し
て
」
一
三
オ

餘
躰
を
す
て
よ
と
に
は
候
は
す314

得
た
る
躰315

を
地
盤
と316

し
て
正
位
に
よ
み
す
へ
て
さ
て
餘
の
躰
を
よ
ま
む
は

く317

る
し
く
は
候
ま
し
た
ゝ
正
路
を
忘
て
あ
ら
ぬ
方
に

お
も
む
く
を
つ
ゝ
し
む
へ
き
事
と
そ318

お
ほ
え
侍
今

の
世
に
も
か
た
を
な
ら
へ
て
た
か
ひ
に
達
者
の
思
を
な
し

た
る
輩
も
多
分
こ
の
趣
を
わ
き
ま
へ
か
ね
て319

た
ゝ
わ
か
よ
む
様
を
ま
な
へ
と
の
み
を
し
ふ
る

事
無
下
の320

道321

し
ら
ぬ
に
て
侍
へ
し
若
我
に322

こ
え
て
物
を
も323

た
か
く
案
し
す
く
れ
た
る
す
か
た
を

天
骨
と
よ324

む
人
の
あ
ら
ん
に
か
や
う
に
提
撕
を325

は
」
一
三
ウ

な
に
か326

よ
ろ
し
く
侍
へ
き
俊
頼
朝
臣
清327

輔
な
と
の

庭
訓
抄
に
も
こ
の
よ
し
を
は328

よ329

く
申
た
め
り
と330

そ

見
え
侍
る
か
ま
へ
て
邪
に
む331

く
と
こ
ろ
を
そ
い
か

に
も
ま332

も
り
を
し
ふ
へ
き
に
て
候
如333

法
機334

量
な
る

人
も
を
し
へ
を
う
け
す
し
て
雅335

意
に
ま
か
せ
て

313 

一
躰
―
躰
（
広
）

314 

す
―
す
候
（
広
）

315 

躰
―
所
（
永
・
京
）

316 

と
―
に
（
谷
）

317 

く
る
し
く
は
―
く
る
し
く
（
広
）、
く
る
し
う
（
永
・

京
・
谷
）

318 

そ
―
は
（
京
）

319 

て
―
ナ
シ
（
京
）

320 

の
―
に
（
永
・
京
）

321 

道
―
道
を
（
永
・
京
・
谷
）

322 

に
―
よ
り
（
永
・
京
）、
よ
り
も
（
谷
）

323 

も
―
ナ
シ
（
谷
）

324 

よ
む
―
よ
ま
む
（
永
・
京
・
谷
）

325 

を
は
―
せ
は
（
冷
・
広
・
静
・
穂
）、
し
て
は
（
永
・

京
・
谷
）

326 

か
―
と
（
谷
）

327 

清
輔
―
清
輔
朝
臣
（
永
・
京
）

328 

は
―
こ
そ
（
広
）

329 

よ
く
―
ま
ゝ
（
永
・
京
・
谷
）

330 

と
そ
見
え
侍
る
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

331 

む
く
―
を
も
む
く（
広
・
谷
）、お
も
む
く（
穂
・
永
・
京
）

332 

ま
も
り
―
ま
ほ
り
（
永
・
京
・
谷
）

333 

如
法
―
如
法
に
（
谷
）

334 

機
量
―
器
量
（
広
・
穂
・
永
・
京
・
谷
）

335 

雅
意
―
雅
う
た
（
京
）

336 

お
も
む
く
―
を
も
む
き
候
（
谷
）

337 

の
―
ナ
シ
（
広
）
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よ
み
ゐ
た
れ
は
口
の
自
然
に
邪
に
お336

も
む
く
事

の337

候
な338

る
ま
し
て
不339

器
の
人
の340

こ
と
に
わ
れ
と
た341

ゝ

を
さ
へ
て
よ
み
な
ら
は
む
と
し
候
へ
は
あ342

し
く
な
り
行

候
へ
と
も
す343

く
に
な
る
み
ち
は344

候
は
す
凡345

哥
を
よ346

く
見

わ
け
て
善
悪
を
さ
た
む
る
事
は347

こ348

と
に
大
切
の
」
一
四
オ

事
に
て
候
た
ゝ
人
こ
と
に
推
量
は
か
り
に
て
そ
侍
る
と

み349

え
て
候
そ
の
故
は
上
手
と350

い
は
る
ゝ
人
の
哥
を
は
い
と

し
も
な
け
れ
と
も
ほ
め
あ
ひ
い
た
く
も
ち
ゐ
ら
れ

ぬ
た
く
ひ
の
詠
作
を
は
抜
群
の
哥
な
れ
と
も
結
句
難

を
さ
へ
と
り
つ
け
て
そ
し
り
侍
め
り
た
ゝ
ぬ
し
に
よ
り

て
哥351

の
善
悪
を
わ
か
つ
人
の
み
そ352

候
め
る
ま
こ
と
に

あ353

る
ま
し
き
事
と
覚
侍354

る
こ
れ
は
偏
に
是
非
に355

ま356

と
へ
る
ゆ
へ
な
る
へ
し
お
そ
ら
く
は
寛
平
以357

往
の

先
達
の358

哥
に
も
善
悪
の359

思
わ
か
ら360

ん
人
そ
哥
の

361雌シ

雄ユ
ウ

を
存362

せ
る
に
て
は
侍
へ
き
か
く
し
れ
る
よ363

し
申
侍
れ
」
一
四
ウ

と
も
愚
老
も
い364

や
〳
〵
わ
き
ま
へ
え
た
る
事365

そ
さ
り
な
か
ら
さ366

し
も
卑
下
す
へ
か
ら
す367

去
元
久

比368

住
吉
参
籠
の
時
汝369

月
あ
き
ら
か
な
り
と
冥
の

霊
夢
を
感370

し
侍
し
に
よ
り
て
家
風
に
そ371

な
へ
ん
た

338 

な
る
―
也
（
永
・
京
・
谷
）

339 

不
器
―
非
器
（
永
・
京
）

340 

の
―
ナ
シ
（
広
）

341 

た
ゝ
―
ナ
シ
（
広
）

342 

あ
し
く
―
あ
し
く
は
（
永
・
京
・
谷
）

343 

す
く
に
な
る
―
す
く
にo

な
る（
冷
）、あ
か
る（
永
・
京
・

谷
）

344 

は
―
ナ
シ
（
谷
）

345 

凡
―
凡
は
（
永
・
京
・
谷
）

346
よ
く
―
ナ
シ
（
谷
）

347 

は
―
か
（
永
・
京
・
谷
）

348 

こ
と
に
―
ま
こ
と
に
（
永
・
京
・
谷
）

349 

み
え
て
―
み
え
（
永
・
京
・
谷
）

350 

と
―
と
世
に
（
穂
・
永
・
京
・
谷
）

351 

哥
の
―
ナ
シ
（
広
）

352 

そ
候
―
候
そ
（
広
）

353 

あ
る
ま
し
き
―
あ
さ
ま
し
き（
冷
・
静
・
広
・
穂
・
永
・

京
・
谷
）

354 

侍
る
―
給
へ
る
（
永
・
京
）、
給
ふ
る
（
谷
）

355 

に
―

ヒをに
（
冷
）

356 

ま
と
へ
る
ゆ
へ
―
ま
よ
へ
る
ゆ
へ
（
永
）、
ま
よ
へ
る
様

（
京
）

357 

以
往
―
已
後
（
広
）

358 

の
―
o
（
の

冷
）

359 

の
―
を
（
広
）、
ナ
シ
（
穂
）

360 

ら
ん
―
た
ん（
冷
・
静
・
広
・
穂
）、た
れ
ん（
永
・
京
・
谷
）

361 

雌
雄
―
お雌雄
イも

む
き
（
穂
）



69 ｜ 『毎月抄』校本　

め
に
明
月
記
を
草
し
を372

き
て
侍373

事
身
に
は
過
分

の
わ
さ
と
そ374

思375

給
る
か
や
う
の376

そ
ゝ
ろ
事
ま
て
申

侍
る
事
い
と
か
た
は
ら
い377

た
う
そ
覚
侍
る
又
古
詩
の

心378

詞
を
と
り
て
よ
む
事
凡379

哥
に
い
ま
し
め
侍
習
と

ふ380

る
く
も
申
た
れ
と
も
い
た
く
に
く
か
ら
す
こ
そ
し381

け
う

こ
の
ま
て
時382

〳
〵
ま
せ
た
ら
ん
は
一
ふ
し
あ
る
事
に
て
や
」
一
五
オ

侍
ら
ん
つ
ね
に
白
氏
文
集
の383

第
一
第
二
の384

帙
の
中
に

大385

要
に
侍
り
か
れ
を
披
見
せ
よ
と
そ
申
を
き
侍
し

詩
は
心
を
け386

た
か
く
す
ま
す
物
に
て
候
尤
哥
よ
ま
む

時387

高388

人
の
御
前
な389

と
な
ら
は
心
中
に
ひ
そ
か
に
吟
し

さ
ら
ぬ
会
席
な
ら
は
高
吟
も
す
へ
し
哥
に390

は

ま391

つ
心
を
よ
く
す
ま
す
は392

一
の393

習
に
て
侍394

也
我
心
に

日
比
お395

も
し
ろ
し
と
思
得
た
ら
ん
詩
に
て
も
又396

哥
に
て
も

心
に
を
き
て
そ
れ
を
力
に
て
よ397

む
へ
し
初
心
の
程
は

あ
な
か
ち
に
案
す
ま
し
き
に398

て
候
さ
や
う
に
哥
は
た399

ゝ

案
す
へ
き
事
と
の
み
思
て
間
断
な
く
案
し
候
へ
は
性
も
」
一
五
ウ

ほ
れ
か
へ
り
て
し400

り
そ
く
心
の
い
て
き401

候
に
候
口
な
れ
ん

た
め
に
は
は
や
ら
か
に
よ
み
な
ら
ひ
侍
へ
し
さ
て

又402

時
〳
〵
し
め
や
か
に
案
し
て
よ
め
と
亡403

父
も
い
さ
め

362 

存
せ
る
―
存
す
る
（
広
・
穂
・
永
・
京
）

363 

よ
し
―
よ
し
に
は
（
穂
・
永
・
京
・
谷
）

364 

い
や
〳
〵
―
つ
や
つ
や（
冷
・
静
・
広
・
穂
・
永
・
京
・
谷
）

365 

事
―
所
（
永
・
京
・
谷
）

366 

さ
し
も
―
ナ
シ
（
広
）、
さ
し
てo

（
永
）

367 

す
―
さ
る
事
と
そ
お
ぼ
え
侍
る（
永
・
京
）、
さ
る
事
は

（
谷
）

368 

比
―
の
比
（
静
・
広
・
穂
・
谷
）

369 

汝
―
海
（
穂
）

370 

感
し
―
感
し
て
（
谷
）

371 

そ
な
へ
ん
―
備そなへか
（
谷
）

372 

を
き
て
―
な
ら
へ
て
（
谷
）

373 

侍
事
―
侍
し
（
広
）、
侍
事
も
（
永
・
京
・
谷
）

374 

そ
―
ナ
シ
（
広
）

375 

思
給
る
―
覚
侍
る
（
谷
）

376 

の
そ
ゝ
ろ
事
ま
て
―
の
そ
ゝ
ろ
事
さ
へ
（
永
・
京
）、
の

こ
と
そ
ゝ
ろ
に
（
谷
）

377 

い
た
う
―
い
た
く
（
永
・
京
）

378 

心
―
ナ
シ
（
永
）

379 

凡
哥
に
い
ま
し
め
侍
習
と
―
ナ
シ
（
広
）

380 

ふ
る
く
―
古
人
（
広
）、
ふ
く
る
（
谷
）

381 

し
け
う
―
し
こけイ
う
（
永
）

382 

時
〳
〵
―
時
に
（
谷
）

383 

の
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

384 

の
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

385 

大
要
に
―
大
要（
広
・
穂
）、
大
要
の
所（
永
・
京
・
谷
）

386 

け
た
か
く
―
高
く
（
谷
）
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申404

候
し
は
れ
か
ま
し
き
会405

合
の
時
は
あ
ま
り
に406

哥

か
す
お
ほ
く
よ
む
事407

不
可
然
候408

歟
稽409

古
も
初
心

も
用
意
お
な
し
事
に
て
候
百
首
な
と
の
続
哥
に
は

四410

五
首
已
達
は
七
八
首
よ
き
程
に
て
候
へ
し
（
※
②
）
初
心
の
ほ

と
は
ひ
と
り
哥
を
常411

に
は
や
く
も
を
そ
く
も
自
在
に

う
ち
〳
〵
よ412

み
な
ら
は
す
へ
く
候
よ
み
す
て
た
ら
ん
哥
を
無

左
右
人
に
ち
ら
し
み
す
る
事413

ゆ
め
〳
〵
あ
る
へ
か
ら
す
候414

」
一
六
オ

い
か
に
も
未
練
の
程
は
日
比
よ415

み
な
れ
た
る
題
に
て
よ416

む
へ
き

に
て
候
（
※
③
）
あ
か
ら
さ
ま
に417

も
座
た
ゝ
し
か
ら
す
し
て

よ
む
へ
か
ら
す
と418

い
さ
め
申
候
し
に
候
又
哥
の
五
文
字
は

よ
く
思シ

ユ
イ惟
し
て
後
に
を
く
へ
き
に
て
候
さ
れ
は
故
禅

門
も
哥
こ
と
に
五
文
字
を
は
注
に
つ
け
候
し
に419

候
披420

講

の
時
沙421

汰
い
て
き
て
さ
れ
は
な
に
の
心
に
哥
こ
と
に
し
初422

句

の
そ
は
に
か
ゝ
る
ら
ん
な
と
人423

〳
〵
不フ

審シ
ン

し
侍
し

返
答
に
五
文
字
を424

は
後
に
よ425

み
か
き
候
程
に
注
の

様
に
候
と
申
て
侍
し
に426

満
座
一
ふ
し
あ
る
事
聞427

得

た
り
と
思
気
に
て
い
ろ
め
き
て
こ
そ
候
し
か
今
に428

は
」
一
六
ウ

か
に
勘
申429

候
さ
た
め
て
髣
髴
き430

は
ま
り
な
う
そ
候

ら
ん
と
あ
さ
ま
し
き
ま
て
に
思
給431

候
な
か
ら
ひ
と
へ
に

387 

時
―
時
は
（
永
・
京
・
谷
）

388 

高
―
其
（
穂
）

389 

な
と
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

390 

に
―
ナ
シ
（
広
）

391 

ま
つ
心
―
心
（
広
）

392 

は
―
か
（
広
・
永
・
京
・
谷
）

393 

の
―
ナ
シ
（
谷
）

394 

侍
也
―
侍
り
（
永
・
京
）

395 

お
も
し
ろ
し
―
面
白
（
谷
）

396 

又
―
ナ
シ
（
広
）

397 

よ
む
へ
し
―
よ
み
侍
る
へ
し
（
永
・
京
）

398 

に
て
―
に
て
も
（
京
）

399 

た
ゝ
―
ナ
シ
（
谷
）

400 

し
り
そ
く
―
退
屈
（
京
）

401 

き
候
に
候
―
来
り
候
（
広
）、
き
候
（
穂
）、
き
候
に
は

（
谷
）

402 

又
―
ナ
シ
（
広
）

403 

亡
父
―
亡
父
卿
（
広
・
穂
・
永
）

404 

申
候
し
―
候
し
（
永
・
京
）

405 

会
合
―
参
合
（
谷
）

406 

に
―
ナ
シ
（
広
）、
て
（
永
）

407 

事
―
事
は
（
広
）

408 

候
―
ナ
シ
（
永
）

409 

稽
古
―
抑
稽
古
（
永
・
京
）

410 

四
五
首
―
四初心
イ五
首
（
穂
）、
初
心
は
四
五
首
（
永
・
京
・

谷
）

※
②
︻
異
文
2
︼（
穂
・
谷
）
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愚
訓
を
の
み
ま432

ほ
る
そ
の
お
ほ
せ
か
た
し
け
な
く
候

ま
ゝ
に
左
道
の
事
と
も
し
る
し
付
候
相
構
ゝ
ゝ
不433

可
及
外
見
候
大
体
愚
老
か
年
来
の434

修
理
の
道

只
此
条
々
の
外
は
ま435

た
〳
〵
他
の436

用437

意
な
く
候

随
分
心
底
を
の
こ
さ
す
か
き
つ438

け
侍
り
か
な
ら

す
こ
の
道
の
眼
目
と
お
ほ
し
め
し
て
御
覧
せ
ら

れ
候
へ
く
候
あ
な
か
し
こ

4〳39

〵
」
一
七
オ

　
承本

云
久
元
年
七
月
二
日
或
人
返
報
云
々

　
以
被
草
本
為
備
後
生
之
用
心
聊

　
染
筆
了440

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
朝
臣
為
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
」
一
七
ウ

　
此
本
静
為
披
見
俄
於
燈
下

　
片
時
書
写
候441

本
云
仍
更
無
文
字
形

　
尤
不
可
免
他
見
而
已 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侍
従
為
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
」
一
八
オ

411 

常
に
―
つ
o
ね
ら

（
広
）

412 

よ
み
な
ら
は
す
―
詠
し
な
ら
す
（
永
・
京
）

413 

事
ゆ
め
〳
〵
―
事努々イ（
穂
）

414 

候
―
ナ
シ
（
広
）

415 

よ
み
な
れ
―
よ
み
な
ら
ひ
（
永
・
京
）

416 

よ
む
へ
き
に
て
候
―
よ
む
へ
き
よ
し
申
事
に
て
候（
静
）、

詠
す
へ
き
よ
し
申
事
に
て
候
（
永
・
京
）

※
③
︻
異
文
3
︼（
穂
・
永
・
京
・
谷
）、
九
字
分
程
墨
で
抹

消（
冷
）

417 

に
も
座
た
ゝ
し
か
ら
す
―
□本
か
ら
す
（
谷
）

418 

と
い
さ
め
―
と
い
ま
し
め
（
静
・
永
）、「
と
い
さ
め
申

候
し
に
候
」
ナ
シ
（
谷
）

419 

に
候
―
ナ
シ
（
広
・
穂
・
永
・
京
）、
に
（
谷
）

420 

披
講
―
あ
る
披
講
（
永
・
京
）

421 

沙
汰
―
o
さ
此
イ

た
（
穂
）、
こ
の
沙
汰
の
（
永
・
京
・
谷
）

422 

初
句
―
初
心句
（
谷
）

423 

人
〳
〵
―
人
々
に
（
谷
）

424 

を
は
―
を
（
谷
）

425 

よ
み
―
の
み
（
永
・
京
・
谷
）

426 

に
―
か
は
（
広
・
永
・
京
・
谷
）

427 

聞
―
た
ゝ
（
谷
）

428 

に
は
か
―
い
か
（
広
）

429 

申
候
―
申
候
に
か
（
広
）、
申
せ
は
（
永
・
京
）

430 

き
は
ま
り
な
う
そ
候
―
あ
る
こ
と
や
（
谷
）

431 

給
候
―
ナ
シ
（
広
）、
給
（
谷
）

432 

ま
ほ
る
―
ま
も
る
と
候
（
広
）、
ま
も
る
と
（
永
・
京
）

433 

不
可
及
外
見
―
不
可
及
他
見
（
静
）、
不
可
有
外
見



文学部論叢 №144 ｜ 72

●
異
文

以
下
の
異
文
箇
所
に
つ
い
て
は
、
谷
山
文
庫
蔵
本
で
本
文
挙
げ
、
異
同
を
示
す
。

【
異
文
1
】（
穂
・
永
・
京
・
谷
）

か
や
う
に
申
せ
は
と
て
か
な
ら
す
拉
鬼
躰a

か
哥
の
勝b

た
る
体
に
て
あ

る
に
は
候
ま
し
さ
る
か
ら

【
異
文
2
】（
穂
・
谷
）

そ
れ
も
人
数
に
よ
る
へ
き
に
て
候

【
異
文
3
】（
穂
・
永
・
京
・
谷
）

わ
つ
ら
は
し
き
題
の
た
や
す
く
と
り
つ
き
か
た
き
は
い
か
に
も
わ
ろ

か
る
へ
き
に
て
侍
り
く
せ
題
な
と
をc

は
ち
と
よ
み
口
なd

れ
て
今
は
と

（
永
・
京
）、
外
見
に
及
ぶ
ま
し
き
に
（
谷
）

434 

の
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

435 

ま
た
〳
〵
―
全
く
（
永
・
京
・
谷
）

436 

の
―
に
（
広
）

437 

用
意
―
用
心
（
永
・
京
・
谷
）

438 

つ
け
―
つ
ゝ
け
（
永
・
京
・
谷
）

439 

〳
〵
―
ナ
シ
（
永
・
京
）

440 

了
―
歟
（
谷
）

441 

候
―
ナ
シ
（
冷
）

a 

躰
―
様
（
永
・
京
）

b 

勝
た
る
躰
―
す
く
れ
た
る
躰
（
穂
）、
勝
躰
（
永
・
京
）

c 

を
は
―
は
（
永
・
京
）

d 

な
れ
て
―
な
れ
て
後
（
穂
・
永
・
京
）

e 

も
―
を
（
永
・
京
）
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覚
え
ん
時
又
よ
み
な
ら
ふ
へ
く
候
難
題
な
と
を
て
か
け
もe

せ
す
し
て

は
かf

な
ふ
へ
か
ら
す
候
哥
を
は
か
ま
へ
て
た
ゝ
し
く
居
て
よ
み
習
へ

く
候
或
は
起g

な
か
ら
案h

し
臥
て
又
よ
み
な
と
身
を
自i

由
に
し
て
よ
み

つ
け
ぬ
れ
は
晴
の
と
き
法
式
た
か
ひ
た
る
や
う
に
覚
て
す
へ
て
よ
ま

れ
ぬ
事
に
て
候
何j

事
も
く
せ
に
な
り
て
は
詮
な
き
事
にk

て
侍
る
へl

き

万m

の
わ
さ
は
た
ゝ
し
さ
ま
の
う
る
は
し
き
を
も
て
よ
し
と
申
事
に
て
候

注（
1
） 最
新
の
論
考
と
し
て
は
、
寺
島
恒
世
「
有
心
体
の
成
立
」（『
和
歌
史
の
中
世
か
ら
近
世
へ
』（
花
鳥
社
、
二
〇
二
〇
）
所
収
）
が
あ

る
。
な
お
、
拙
稿
「〈
毎
月
百
首
を
読
む
〉
と
い
う
こ
と
―
『
毎
月
抄
』
の
時
代
―
」（『
日
本
文
学
』
七
二
一
、二
〇
一
三・七
）
で
も

論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
2
） 「
毎
月
抄
の
校
本
」（『
国
文
学
研
究
』
六
二
、一
九
七
七・
六
）。
ま
た
、
高
梨
素
子
「
毎
月
抄
の
伝
来
考
」（『
国
文
学
研
究
』

六
一
、一
九
七
七・三
）
参
照
。

（
3
） 前
掲
注
2
高
梨
論
は
、「
二
条
家
系
統
本
」
を
「
凝
念
系
統
」
と
呼
称
す
る
が
、
凝
念
（「
疑
念
」
と
す
る
本
も
あ
る
）
は
二
条
家
末

流
の
歌
僧
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
は
そ
れ
以
前
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
る
二
条
家
系
統
本
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
J
S
P
S
科
研
費
（
J
P
1
9
K
0
0
3
0
5
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

 
（
二
〇
二
一
年
一
月
十
三
日
受
理
、
二
〇
二
一
年
一
月
十
四
日
採
択
）

f 

か
な
ふ
へ
か
ら
す
候
―
か
の
ふ
へ
か
ら
す
（
穂
）、
不

可
叶
候
（
永
・
京
）

g 

起
―
た
ち
（
穂
）、
立
（
永
・
京
）

ｈ 

案
し
臥
て
―
あ
ん
し
て
ふ
し
て
（
穂
）、
案
し
う
つ
ふ

し
て
（
永
・
京
）

i 

自
由
―
ち
さ
い
（
穂
）

j 

何
事
も
―
ナ
シ
（
穂
）

k 

に
て
―
に
て
そ
（
穂
）

ｌ 

へ
き
―
へ
し
（
永
・
京
）

m 

万
―
よ
ろ
つ
（
穂
・
永
）




